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15．肝予備能検査法としての99mTc・ネオ糖タンパクク

　　リアランスの実験的検討一肝切除ラットにおけ

　　るICG　clearanceとの比較検討一
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　〔目的〕われわれは血清asialo糖蛋白（ASGP）量が，

肝予備能に一致して変動することを明らかにしてきたが，

今回はscintigraphyにより，部分肝切除ラットの99mTc一

ネオ糖蛋白（galactose　human　serum　albumin：GHSA）血

中消失率（Kd）を経日的に測定，併せてASGP　receptor

（ASGPR），　cytochrome　P450（P450），　cytochrome　b5（b5），

ICG　clearance（KlcG）を測定し，99mTc－GHSA　clearance

による肝予備能検査の意義と有用性につき検討した．

〔方法〕W系雄性ラット体重2009に，Higgins－Anderson

の方法に従って70％肝切除を施行した．KdおよびKICG

は，99mTc－GHSA，　ICGを50μ9／1009体重静注し，お

のおの，心放射能および末梢血濃度より測定したT1！2

よリ求めた．ASGPRはHudginらの方法により，また，

P450およびb5は，おのおの，　Omura－Satoの方法，

Omura－Takesueの方法により測定した．〔結果〕肝切除

後3日間，肝重量は急速に増加し，その後は緩徐に増加

傾向を示した．一方，ASGPRは切除後3日間は低値を

示し，その後漸次増加した．また，Kd，　P450，　b5も同様

の変動を示した．KICGは切除後2日目より漸次増加し，

ASGPR増加前日および増加後のKdとKlcG間には
r＝0．924と，有意の相関関係が成立した．〔結語〕ASGPR

増加前日および増加後の，KdとKICGの変動は一致し，

99mTc－GHSA　clearance測定は，肝予備能検査法として

有用であると考えられた．また，99mTc－GHSA　clearance

は，肝固有clearanceを良く反映し，本法によりfunc－

tional　massの評価も可能であると推測した．

16．肝細胞癌による99mTc・PMTの取り込みと組織学

　　的所見の対比
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　肝細胞癌による99mTc－PMTの取り込みに影響を及ぼ

す要因について検討を行った．

　99mTc－PMTおよび67Ga一クエン酸によるイメージン

グを行った後，手術あるいは剖検により組織学的検索を

行った32例について解析を行った．腫瘍による99mTc’

PMTの取り込みは，67Gaの取り込み，腫瘍径および

組織学的所見と対比した．腫瘍細胞の分化度はEdmond－

son分類によったが，彼らの原著に基づき，腫瘍細胞の

分化度をさらに詳細に分類した．腫瘍細胞の細胞質好酸

性穎粒の質およびその量，核の大きさと過染色性の異常，

核／細胞質比，細胞接着性，およびビリルビン産生能に

ついて調べた．解析は腫瘍の各性状の類縁関係をみるた

めに，林の数量化III類を用いた．腫瘍の各性状について

得られたスコアを三次元空間の点として分布させること

により，各点の間の距離が，各性状間の類縁性をあらわ

す指標となり得る．99mTc－PMTの強い取り込みは，腫

瘍のビリルビン産生能と最も深い関係がみられ，つづい

て67Gaの強い取り込み，腫瘍径の大きいこと，好酸性頼

粒の量の多いこと（高分化をしめす指標）の順に関連が

みられた．これに対して67Gaの強い取り込みは腫瘍の

大きいことと最も関係が深く，つづいて99mTc－PMTの

強い取り込み，核の大きさと過染色性の中等度の異常の

順に関連がみられた．腫瘍による99mTc－PMTと67Ga

の取り込みは，相互の間に関連があることおよび腫瘍径

と関連があることで共通していたが，99mTc－PMTの取

り込みはビリルビンの産生能，および高分化をしめす腫

瘍細胞の性状と関連がある点で67Gaの取り込みとの間

に差がみられた．
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